
竜が台中学校区 

これからの社会を生きる子供たちのために・・・ 

～学校規模適正化基本方針 保護者説明会～実施報告 

１．実施日時 

 （１）竜が台小学校 令和６年１０月１６日(水)９：３５～１０：３５及び１４：３０～１５：４５ 

 （２）菅の台小学校 令和６年１０月１７日(木)９：４０～１０：４５及び１３：００～１４：１０ 

 （３）竜が台中学校 令和６年１０月２３日(水)９：３０～１０：４０ 

 

２．出席者数 

 （１）竜が台小学校 計２３世帯 

 （２）菅の台小学校 計２４世帯 

 （３）竜が台中学校 ７世帯 

 

３．出席者からの主な質問・意見 

出席者からの主な質問・意見 神戸市教育委員会より 

校区変更等という案は考えられないのですか。 
周辺の小学校の児童数を考慮すると難しいと考えま

す。 

校区を変更しなくても、周辺の校区から希望すれば通

学できるという案はないのですか。 

校区変更等と同様に周辺の小学校の児童数を考慮す

ると難しいと考えます。仮に周辺の校区から希望すれ

ば通学できるとしても、学級数が増えない場合があり

ます。 

周辺の学校の児童数や学級数の推移を知りたいで

す。 
次回の説明会でお示ししたいと思います。 

今回の基本方針には、人口を増やすという考えは含ま

れていないのですか。 

まちづくりの観点で人口を増やすということは大切だ

と考えています。ただ、教育委員会としては、子供たち

の教育環境の向上を第一に検討を行っています。 

学童保育については、どのようになるのですか。 
今後、話し合いを進めていく中で検討していきたいと

思っています。 

学校統合については、小学生であればあまり問題は

ないと思うのですが、中学生だと他校の生徒と関わり

をもつことは行動範囲が広がるなど良い面だけではな

いと思います。また、校区も広くなり通学も大変だと思

います。 

ご意見、ありがとうございます。今後の参考にさせて

いただきます。 

義務教育学校になるとしたら、学校の場所はどこにな

るのですか。 

竜が台小学校と菅の台小学校のほぼ真ん中にあり、

敷地面積等が一番広い竜が台中学校の場所でという

案が考えられます。 

義務教育学校になるとしたら、校舎は新しく建て直す

のですか。 

今後、必要となる施設などを検討していく必要があり

ますが、既存の校舎を活用しつつ、不足する場合は増

築等で対応したいと考えています。 

義務教育学校へ移行した場合、校区の変更はあるの

ですか。 

周辺の学校の児童数を考慮すると、義務教育学校へ

の移行の有無に関わらず、校区の変更は難しいと考

えています。 

義務教育学校へ移行した場合、他の学校と学習内容

の差が生じたり、転出入の際に支障が生じたりしない

でしょうか。 

学習指導要領に基づいて各学年で学習を行っている

ため問題は生じません。通常の転出入と同様とお考え

いただければと思います。 



義務教育学校へ移行した場合、給食はどのようになる

のですか。 

取り組みの方向性が決まっていないので具体的には

申し上げられません。ご質問のように義務教育学校へ

移行する場合は検討する必要があります。 

義務教育学校へ移行する良さと課題について教えて

ほしいです。 

良さと課題について一例を紹介します。詳しくは今後、

説明できればと思います。 

【良さ】小中学校の教員が指導内容を共有したり、お

互いの良さを取り入れたりすることで、より良い授業

を行うことが期待できます。子供たちの学習意欲が向

上したという報告もあります。 

【課題】義務教育９年間を通した学校生活になるので、

小学校高学年のリーダー性や主体性の育成について

課題があるという報告があります。各校において、

日々の教育活動で工夫し、解消を図っています。 

義務教育学校の事例を知りたいです。 今後の説明会で事例紹介をしたいと思います。 

義務教育学校の施設面での話し合いが多かったよう

に感じますが、大切なことは子供たちがどのように学

ぶのかということではないでしょうか。 

おっしゃる通りであり、取り組みの方向性を考えていく

際に大切なことだと考えています。 

義務教育学校に移行しても、小学生は４５分授業、中

学生は５０分授業ですか。 

基本的には小学生は４５分授業、中学生は５０分授業

です。ただ、小学校高学年から５０分授業を実施して

いる学校もあります。 

義務教育学校になっても小学校６年、中学校３年とい

うように考えればいいのでしょうか。 

小学校課程は６年、中学校課程は３年ということに変

わりはありません。ただ、義務教育９年間の中で４年・

３年・２年などのブロックを設けて教育活動を行ってい

る学校もあります。 

義務教育学校へ移行しても中学校の生徒数は変わり

ません。メリットを教えてください。 

一例として、中学生が小学生の手本になろうという意

識が高まり、思いやりや助け合いの気持ちが深まった

という報告があります。 

義務教育学校になると、小学校の卒業式や中学校の

入学式はなくなるのですか。また、制服や PTAなどは

どうなるのですか。 

特に決まったものはありません。ご質問にある件も含

めて、今後、検討できればと思います。 

本日の説明内容は理解できたのですが、今後の話し

合いがどのように進んでいくのかはっきりとしません。

教育委員会から望ましいと考えられる案や今後のス

ケジュールを提案してもらい、それについて話し合い

を行う方が良いと思います。 

今回の説明会は、まずは基本方針等について保護者

の方にご理解をいただきたいという目的で行いまし

た。頂戴したご意見やご質問をもとに、次回の説明会

の内容を検討したいと思います。 

中学校の先生が学年をまたがって指導されているの

は大変なことだと思います。また、教科によっては途中

で先生が交代することがあると聞いています。義務教

育学校になれば、少しは解消されるのでしょうか。 

小規模の中学校では、教科によっては学年をまたがっ

て指導をしているということが多く見られ、教材準備

等で大変であるということを聞いています。ご質問の

件につきましても、今後考えていきたいと思います。 

他の地域でも、このような話し合いは行われているの

ですか。 

神戸市内には、小中学校合わせて約７０校の小規模

校があります。学校運営協議会などで順次、説明や話

し合いを行っています。 

学校統合や義務教育学校へ移行するとなれば、先生

方の負担が大きくなり、今の子供たちと関わる時間が

減るなどマイナス面はないですか。 

学校統合や義務教育学校へ移行するとなれば、カリキ

ュラムや学校行事などを検討する必要があります。教

育委員会もしっかりとサポートし、子供たちが充実した

学校生活を過ごせるようにしていきます。 

小学校入学前の保護者にも説明をした方がいいと思

います。 

今後もこのような説明会を行っていきます。小学校入

学前の保護者の方への説明についても、しかるべきタ

イミングで行いたいと思います。 

 


